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つまづいたっていいじゃないか にんげんだもの 校長講話

皆さんおはようございます。先週までの３週間、皆さんは本当によく頑張りました。コロナ感染が広がる中、
分散登校を行いました。分散登校中はお昼の時間が変わりました。授業時間も変わりました。オンラインでの
授業も行いました。お友達の家に行くのも我慢しました。みんなよく頑張りました。本当にありがとう。昨日から
以前のようにまたみんなで一緒に授業ができるようになりました。久しぶりに顔を合わすお友達もいると思いま
す。みんな元気にあいさつできたかな？本当に良かったです。
さて、分散登校中に北京冬季オリンピックがありました。毎日、テレビで日本選手の活躍を見ることができま

した。コロナ禍で思うように練習もできなかったと思うけれど、金メダル３個、銀メダル６個、銅メダル９個で合計
１８個のメダルを獲得しました。今までで最高の成績でした。参加した選手一人一人の活躍に拍手を送りたい
と思います。勝負事だから、勝ち負けはつきますが、勝ったから良くて負けたからダメと言うことではありません
ね。皆さんはどの選手の活躍が思い出に残っていますか。涙あり、笑顔あり、選手の皆さんの姿にたくさんの
感動をいただいたオリンピックでした。
先日、皆さんには相田みつをさんの詩を見ていただきました。「つまづいたってい

いじゃないか にんげんだもの」です。
この詩を見てどんなことを感じましたか？ ちょっと皆さんに聞きますね。
この詩はとっても悲しいと思う人は手を挙げてください。
この詩はとっても怒っていると感じる人は？
この詩は笑っていますか？ この詩を読むとうれしくなりますか？
それは、この詩を読んだ人が決めていいんです。
ちなみに、今、わたしはこの詩を読むと勇気が出ます。わたしには「失敗してもい

いから がんばれ」といってくれているように感じます。
時には何もしない自分を怒っているような気もします。何もしないからつまずかないんだ。そんな臆病でどう

するといっているような気がします。 皆さんはどうですか？
この詩を見てください。漢字が混じっているので読みます。

この詩を読んだときに、オリンピックの勝利者インタ
ビューを思い出しました。
日本が取った最後のメダル覚えていますか？カーリ

ングの銀メダルです。一度は負けたと思っていたところ
に準決勝進出の話が届きました。準決勝の相手は予
選の最終戦で日本が負けたスイスです。結果は皆さん
も知っての通り、８：６で見事勝ちました。試合後のイン
タビューの中で、吉田選手が「私たちのチームが他の
チームより良かったのは、どのチームよりもたくさんのミ
スを経験できていたことです。３点や４点取られることも

すでに経験していたので準決勝で３点取られても驚くことなく、まだ勝っているという気持ちで戦えていた」とい
っていました。スイスに３点を取られたとき、わたしはやはりダメかと思いました。でも彼女たちは違いました。そ
れまでに経験した負けが実は強みだったんですね。まだまだオリンピックの話題が尽きないです。３月４日から
はパラリンピックが始まります。日本選手団の活躍が楽しみですね。
相田みつをさんの詩は、今までに何度か紹介しました。今度、須坂市へ相田みつをさんの作品がたくさん

来ます。ぜひ、お家の人と一緒に見に行ってください。そしてお家の人と一緒に詩を読んでみましょう。お父さ
んやおかあさんは、詩を読んでどんな話をしてくれるかな？
卒業式まであと１６日です。依然としてコロナの感染拡大が心配されます。特に休み時間の過ごし方、給食

では静かに食べているかな。みんな元気に過ごして最後の日を迎えたいですね。もう少しがんばってくださ
い。お願いします。

【学校教育目標】 明日の日本をになう子ども たくましく かしこく ほがらかな 高甫っ子

本校では、１月３１日～２月１８日まで分散登校を実施しました。この間、保護者の皆様には大きなご負
担をおかけしました。また、地域の皆様にも温かく見守っていただき感謝申し上げます。分散登校は終了し
ましたが、依然としてコロナ感染拡大の心配はつきません。今後ともよろしくお願いします。



オミクロン株に対応した学校における新型コロナウイルス ２

前号でオミクロン株の流行に伴う学校におけるコロナ感染対策についてお伝えしました。改めて、オミクロン

株の特徴から、もし学校でコロナ感染者が出た場合の対応についてお伝えします。(詳細は保健便りを参照

ください)

【オミクロン株の特徴】

○感染すると９０％の人が発症します。中には無症状の人もいます。

○潜伏期間が短い。もし、コロナ感染者と接触するとほぼ５日以内に発症すると言われています。５日間は

しっかり様子を見る必要があります。

○感染力が強い。⇒今まで以上に手指消毒やマスクの着用が必要。

＊身近にコロナ感染者がいて、体調に少しでも異変があれば、コロナ感

染を疑う必要があります。

【もし、体調に異変を感じたら】

感染経路不明の方が増えています。この時期、体調の異変を感じたら速

やかに医療機関を受診・検査してください。

検査キットが自宅にある場合は、自宅で検査してください。 登校時もマスク着用！

登校後に症状が出た場合は、速やかに早退させます。お迎えをお願いします。

【学級閉鎖は】…オミクロン株の特徴から感染拡大を防ぐために以下の場合「学級閉鎖」を行います。

陽性者がクラスに１人でもいて、発症２日前以降に登校していた場合に閉鎖とします。現在、学年の枠を

超えた活動を極力行わないようにしていますが、この状態が複数学級、学年をまたぐと学年閉鎖、学校閉鎖

となります。兄弟関係や児童クラブ、お稽古事を考えるとさらに広がることが予想されます。早めに情報をつ

かめると早めに対応できますのでよろしくお願いします。

なお、閉鎖する期間は、オミクロン株の潜伏期間が５日以内とされるので、陽性者の最終登校日の翌日か

ら５日間を基本に考えます。閉鎖の場合は、学校より「～日まで閉鎖」とお知らせします。

「学級閉鎖」という措置は、感染をそれ以上広めないために行う措置です。オミクロン株は感染しやすい特

徴をもっています。急な早退、急な閉鎖となることが予想されます。その場合、保護者の皆様には突然のお

願いとなりますが、ご理解とご協力の程よろしくお願いします。

相田みつを展オープニングセレモニーに参加しました

２月２３日に旧小田切
家住宅において「相田み
つを展」のオープニングセ
レモニーが開催されまし
た。相田一人館長（みつを
さんのご長男）から、父と
の思い出や、作品にこめ
た想いをお聞きすることが
できました。お話を聞いて
講演会が楽しみになりま
した。
相田みつをさんは書家であり詩人でもあります。詩を考えるのに

２～３年、作品をつくるのにやはり２～３年かかるそうです。中には
完成まで１０年かかったものもあるそうです。レイアウトにもそれぞ
れ意味があります。
ほとんどの詩は、ひらがなで短いものです。子どもたちにも簡単

に読めます。以前、学校に届いた作品を見た子どもたちの感想を
聞きました。自分にはない感性だと思いました。改めて子どもとの
向き合い方を考えさせられました。ぜひ、ご家族で観覧していただ
き、新たな子どもの一面を感じてはいかがでしょうか。

順調に育っています。
子どもたちが毎日お世話
してくれているので安心

です。まだ、共食いは始ま
っていません。
元気に泳いでいます。

１月２８日に児童会長選挙が行われ
ました。
開票の結果、
児童会長 村石 謙吾くん
副会長 中嶋 仁愛さん

に決まりました。


